
国
営
事
業
地
区
の

将
来
展
望

　
国
営
か
ん
が
い
排
水
事
業
最
上
川
下
流
左
岸
地
区
（
以

下
「
左
岸
事
業
」
と
い
う
。）
は
、
山
形
県
の
庄
内
平
野

の
庄
内
町
、
酒
田
市
そ
し
て
鶴
岡
市
の
水
田
地
帯
を
受
益

地
と
し
て
い
る
。受
益
面
積
は
、そ
れ
ぞ
れ
五
、〇
三
五
ha
、

七
七
五
ha
、一
一
一
ha
で
、そ
の
合
計
は
五
、九
二
一
ha

と
な
っ
て
い
る
。

　
左
岸
事
業
で
改
修
の
対
象
と
な
る
農
業
水
利
施
設
の
多

く
は
、
昭
和
四
十
年
度
か
ら
五
十
二
年
度
に
か
け
て
県
営

で
実
施
さ
れ
た
か
ん
が
い
排
水
事
業
「
最
上
川
排
水
地
区
」

に
よ
っ
て
建
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
設
が

時
間
の
経
過
と
と
も
に
老
朽
化
が
進
行
し
、
例
え
ば
、
排

水
ポ
ン
プ
の
機
械
部
品
の
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
こ

と
、
排
水
路
の
積
ブ
ロ
ッ
ク
の
一
部
が
欠
損
す
る
な
ど
、

適
切
な
維
持
管
理
に
苦
慮
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
ま
た
、
近
年
、
集
中
豪
雨
の
多
発
な
ど
降
雨
量
の
増
加

に
よ
り
、
現
在
の
排
水
能
力
以
上
の
排
水
が
発
生
し
、
左

岸
地
区
内
の
水
田
に
湛
水
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
に
対
処
す
る
た
め
、
左
岸
事
業
で
は
、

排
水
系
統
の
再
編
を
行
う
と
と
も
に
、
排
水
機
場
の
能
力

向
上
と
排
水
路
の
改
修
な
ど
を
行
う
こ
と
が
計
画
さ
れ
て

い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
り
、
山
形
県
下
有
数
の
穀
倉

地
帯
で
あ
る
左
岸
地
区
の
水
田
農
業
の
維
持
向
上
と
複
合

経
営
の
確
立
を
図
り
、
農
業
経
営
の
安
定
と
発
展
を
目
指

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

1
　
た
ゆ
ま
な
い
土
地
改
良
の
歩
み

　

左
岸
地
区
は
、
江
戸
時
代
の
初
期
か
ら
続
く
き
わ
め
て

長
い
土
地
改
良
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
こ
の
あ
ら
ま
し

を
、「
庄
内
平
野　

水
土
の
歴
史
」（
最
上
川
土
地
改
良
区

編
著　

平
成
二
十
四
年
発
行
）
か
ら
紹
介
す
る
こ
と
に
し

た
い
。

　

庄
内
平
野
の
よ
う
な
沖
積
平
野
の
水
田
開
発
は
、
戦
国

時
代
か
ら
江
戸
時
代
前
期
に
全
国
各
地
で
取
組
ま
れ
た
。

左
岸
地
区
に
つ
い
て
も
、
一
六
一
二
年
（
慶
長
十
七
年
）

に
立
谷
沢
川
が
最
上
川
に
合
流
す
る
近
傍
に
北
楯
大
堰
が

建
設
さ
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
に
連
な
る
約
一
一
㎞
の
用

水
路
が
開
削
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
左
岸
地
区
に
お
け
る
大

規
模
な
土
地
改
良
の
嚆こ
う

矢し

と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
事
業
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
水
田
が
ど
の
く
ら
い
の
規
模
で
あ
っ
た

か
は
不
明
で
あ
る
が
、
一
八
八
五
年
（
明
治
十
八
年
）
の

水
掛
か
り
が
お
お
よ
そ
四
、一
七
〇
ha
で
あ
っ
た
。

　

明
治
後
期
か
ら
昭
和
中
期
に
か
け
て
は
、
県
営
の
用
排

最
上
川
下
流
左
岸
地
区
を
徹
底
調
査

東
急
建
設
株
式
会
社
本
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河
田
　
直
美

東
北
支
店

伊
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将来展望国営事業地区の

水
改
良
事
業
が
数
次
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
て
き
た
が
、

そ
の
後
、
県
営
ほ
場
整
備
事
業
「
最
上
川
地
区
」
が
昭
和

四
十
六
年
度
か
ら
平
成
七
年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
現

在
の
左
岸
地
区
の
水
田
農
業
を
支
え
る
農
業
基
盤
が
作
り

上
げ
ら
れ
た
。
そ
の
受
益
面
積
は
五
、四
九
四
ha
で
あ
り
、

こ
れ
に
要
し
た
総
事
業
費
は
約
三
一
八
億
円
と
い
う
巨
額

な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
昭
和
中
期
ま
で
に
造
成
さ
れ
た
各
種
の
用
排
水

施
設
が
老
朽
化
し
た
た
め
、
平
成
期
に
入
り
国
営
で
最
上

川
下
流
農
業
水
利
事
業
と
最
上
川
下
流
沿
岸
農
業
水
利
事

業
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
既
に
こ
の
二
つ
の
国
営
事
業
は

完
了
し
て
い
る
。

　

平
成
二
十
九
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
左
岸
事
業
も
、
上

述
し
た
「
た
ゆ
ま
な
い
土
地
改
良
の
歩
み
」
に
連
な
る
も

の
で
あ
り
、
未
来
の
左
岸
地
区
の
水
田
農
業
を
支
え
る
重

要
な
農
業
基
盤
に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

2
　
着
工
を
待
つ
左
岸
事
業
の
概
要

　

左
岸
事
業
の
受
益
面
積
は
、
上
述
し
た
よ
う
に

五
、九
二
一
ha
で
あ
り
、
最
上
川
の
下
流
部
左
岸
に
大
規

模
に
展
開
す
る
水
田
地
帯
で
あ
る
。
主
要
工
事
は
、
図
1

の
概
要
図
に
示
す
よ
う
に
、
排
水
機
場
の
新
設
・
改
修
、

排
水
路
の
改
修
、
そ
し
て
水
管
理
施
設
の
新
設
で
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
表
1
の
排
水
機
場
の
新
設
・
改
修
一
覧

に
示
す
よ
う
に
五
箇
所
の
改
修
と
一
箇
所
の
新
設
の
合
計

六
箇
所
で
排
水
機
場
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
排
水
量
は
最
大
の
毒ど

く

蛇じ
ゃ

排
水
機
場
（
写
真
1
）
の

表1　排水機場の新設・改修一覧

排水機場名 区分 排水量（㎥/s） 全揚程（m） 実揚程（m） 型式 口径（mm）×台数

毒
どく

蛇
じゃ

排水機場 改修 12.9 5.2 3.6 横軸斜流 1,200×4

大
や ま と

和排水機場 改修 12.2 4.8 3.9 立軸斜流 1,000×4

二
に

段
だん

割
わり

排水機場 改修  2.9 2.2 1.4 横軸水中軸流   800×2

中
ちゅう

央
おう

排水機場 改修 11.2 3.8 2.6 横軸斜流 1,200×4

西
にし

野
の

排水機場 改修  8.8 3.4 2.1 横軸斜流 1,200×3

生
いく

田
た

排水機場 新設  6.4 3.2 2.2 横軸斜流 1,000×3

計 54.4

図1　最上川下流左岸地区　概要図
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排水機場名 区分 排水量（㎥/s） 全揚程（m） 実揚程（m） 型式 口径（mm）×台数

毒
どく

蛇
じゃ

排水機場 改修 12.9 5.2 3.6 横軸斜流 1,200×4

大
や ま と

和排水機場 改修 12.2 4.8 3.9 立軸斜流 1,000×4

二
に

段
だん

割
わり

排水機場 改修  2.9 2.2 1.4 横軸水中軸流   800×2

中
ちゅう

央
おう
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西
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野
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図1　最上川下流左岸地区　概要図
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一
二
・
九
㎥/s
か
ら
最
小
の
二
段
割
排
水
機
場
の
二
・
九
㎥/s
ま

で
を
合
計
す
る
と
五
四
・
四
㎥/s
と
巨
大
な
能
力
を
持
つ
ポ

ン
プ
の
配
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
稼
動
し
て
い
る
排
水
機
場
は
、
最
も
古
い
昭
和

四
十
五
年
度
に
完
成
し
た
毒
蛇
排
水
機
場
か
ら
最
も
新
し

い
平
成
五
年
度
の
西
野
排
水
機
場
で
、
約
二
五
年
か
ら

四
五
年
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ポ
ン
プ

設
備
で
は
中
間
軸
受
の
油
漏
れ
、
原
動
機
の
油
漏
れ
（
写

真
2
）、
フ
ラ
ッ
プ
弁
の
損
傷
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
の
保
守
部
品
に
つ
い
て
は
製
造
が
終
了
し

て
い
る
た
め
、
ポ
ン
プ
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
建
屋
や
水
槽
と
い
っ
た
土
木
設
備
に
お
い
て
は
、
ひ

び
割
れ
や
骨
材
の
露
出
が
各
所
に
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
、
排
水
機
場
の
改
修
と

新
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
単
純
に
更
新
す
る
の
で
は

な
く
、
排
水
能
力
の
増
強
が
図
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

毒
蛇
排
水
機
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
九
・
三
三
㎥/s
で
あ
っ
た

排
水
能
力
を
一
二
・
九
㎥/s
に
す
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
全
排
水
量
を
従
前
の
二
八
・
五
九
㎥/s
か
ら
五
四
.
四

㎥/s
と
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
排
水
路
に
つ
い
て
は
七
路
線
の
改
修
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
排
水
能
力
の
合
計
は
約
六
一
・
九

㎥/s
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
排
水
路
の
改
修
総
延
長
は

五
・
六
㎞
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ

や
排
水
路
の
ゲ
ー
ト
な
ど
の
附
帯
施
設
を
遠
方
か
ら
操

作
・
監
視
す
る
た
め
の
水
管
理
施
設
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

左
岸
事
業
の
総
事
業
費
は
一
六
一
億
円
（
平
成
二
十
七

年
度
単
価
）
で
あ
り
、
反
当
で
は
約
二
七
万
二
千
円
と
な

る
。
こ
の
う
ち
地
元
負
担
の
対
象
と
な
る
事
業
費
は

一
四
一
億
円
で
あ
り
、
負
担
割
合
は
国
六
六
・
六
六
パ
ー

セ
ン
ト
、
県
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
と
町
八
パ
ー
セ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
農
家
負
担
は
二
・
三
四
パ
ー
セ
ン

ト
で
三
億
三
千
万
円
余
、
反
当
で
は
五
千
六
百
円
程
度
に

な
る
。
最
上
川
下
流
左
岸
地
区
国
営
土
地
改
良
事
業
促
進

協
議
会
（
以
下
「
促
進
協
議
会
」
と
い
う
。）
が
作
成
し

た
「
事
業
計
画
の
あ
ら
ま
し
」
に
よ
る
と
、「
農
家
負
担

金
の
償
還
は
、
事
業
完
了
後
一
括
で
償
還
す
る
予
定
」
に

な
っ
て
い
る
。

　

本
事
業
の
予
定
工
期
は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成

三
十
七
年
度
の
九
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

3
　
心
強
い
最
上
川
土
地
改
良
区

　

促
進
協
議
会
の
中
核
を
成
し
て
い
る
最
上
川
土
地
改
良

区
は
、
組
合
員
二
、四
〇
〇
名
余
、
農
地
面
積
六
、五
〇
〇

ha
余
を
有
す
る
わ
が
国
有
数
の
大
規
模
な
組
織
で
あ
る
。

最
上
川
土
地
改
良
区
は
、
北
楯
大
堰
土
地
改
良
区
と
吉
田

堰
土
地
改
良
区
が
合
併
し
て
昭
和
三
十
年
に
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
近

傍
の
小
規
模
な
土
地
改
良
区
を
合
併
し
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

1
で
述
べ
た
県
営
事
業
や
国
営
事
業
な
ど
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
同
土
地
改
良
区
が
国
、
県
、
市
町
村
に
協
力

し
て
事
業
の
推
進
に
貢
献
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

後
の
農
業
水
利
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
最
上
川
土
地
改
良
区
を
訪
れ
て
驚
か
さ
れ

る
の
は
、
事
務
所
の
建
物
で
あ
る
。（
写
真
3
）
理
事
長

で
あ
る
田
澤
伸
一
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
建
物
は
、

写真2　ポンプ設備の油漏れ 写真1　現況の毒蛇排水機場

将来展望国営事業地区の

同
土
地
改
良
区
が
郡
制
度
時
代
の
飽
海
郡
役
所
（
そ
の
後
、

酒
田
市
役
所
と
な
っ
た
）
の
庁
舎
の
払
い
下
げ
を
受
け
、

こ
れ
を
今
の
場
所
（
庄
内
町
余
目
）
に
移
築
し
た
も
の
だ

そ
う
で
あ
る
。
移
築
は
、
昭
和
四
十
年
で
あ
っ
た
。
地
元

産
の
木
材
を
贅
沢
に
使
用
し
て
お
り
、
戦
前
の
い
わ
ゆ
る

「
役
場
」
の
雰
囲
気
を
今
に
残
す
風
格
を
持
つ
建
築
物
で

あ
る
。

　

歴
史
あ
る
有
力
な
土
地
改
良
区
の
協
力
も
得
て
左
岸
事

業
が
順
調
に
進
捗
し
、「
た
ゆ
ま
な
い
土
地
改
良
」
が
続

い
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

早期の改修を待ち望む地元の声

　
管
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
営
事
業
や

県
営
事
業
で
用
排
水
改
良
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
左
岸
事
業
は
、
更
な
る
排
水
改
良

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
排
水
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
、
多
様
な
品
種
の
栽
培
が
可

能
と
な
り
、
農
家
の
選
択
肢
が
ふ
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
米
と
大
豆
、
米
と
野
菜

と
い
っ
た
複
合
経
営
を
進
め
る
た
め
に
も
、

排
水
対
策
を
行
い
、
水
田
の
汎
用
化
が
で

き
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
管
内
で
も
混
住
化
が
進
ん
で
き

て
い
る
た
め
、
水
田
で
の
排
水
の
制
御
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
集

落
の
排
水
改
良
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
へ
の
浸
水
に
対
す
る
備
え
に
な
る
と

い
う
防
災
機
能
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
国
営
事
業
で
、
老
朽
化
し

て
し
ま
っ
た
北
楯
頭
首
工
や
吉
田
堰
を
改

修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
連
な
る

用
水
路
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
関
係
す
る
農
家
に

よ
れ
ば
、
末
端
部
に
位
置
す
る
水
田
ま
で

確
実
に
水
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
土
地
改
良
事
業
に

取
組
む
こ
と
で
、
管
内
の
水
田
の
営
農
条

件
が
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　
山
形
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
で
あ
る「
つ
や

姫
」は
、
市
場
や
消
費
者
の
支
持
を
受
け

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
当
地
、
庄
内

平
野
に
お
い
て
も
盛
ん
に
植
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
で
は
次
の
新
し

い
コ
メ
の
品
種
を
開
発
し
て
い
ま
し
て
、

近
い
う
ち
に
新
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
コ
メ

を
生
産
す
る
山
形
県
、
庄
内
平
野
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
全
国
か
ら
認
知
さ
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
農
家
の
人
口
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
農
業
と
い
う
産
業
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
用
排
水
改
良
や
ほ
場

整
備
と
い
っ
た
農
業
基
盤
整
備
の
投
資
が

必
要
で
す
。
管
内
で
も
農
家
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
集
落
営
農
や
個
人

の
大
規
模
経
営
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
効
率
が
よ
い
農
業

基
盤
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
地
域
社
会
が
存
続
し
て
い
く
こ

と
に
目
を
向
け
る
と
、
地
域
の
農
業
が
す

べ
て
大
規
模
経
営
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
は
、
こ
れ
が
成
り
立
た
な
い
と

考
え
ま
す
。
高
齢
者
と
い
っ
て
も
七
〇
歳

を
超
え
て
も
元
気
な
人
が
多
く
な
り
、
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
が
生
活
し
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
く
た
め
に
、
年
金
に
よ
る
収
入

に
加
え
て
、
小
規
模
で
あ
っ
て
も
コ
メ
や

野
菜
な
ど
を
生
産
し
て
一
定
の
所
得
が
得

ら
れ
る
よ
う
な
農
村
社
会
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
政
策
で
あ

れ
社
会
政
策
で
あ
れ
、
国
と
し
て
元
気
な

農
村
集
落
を
未
来
に
手
渡
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
政
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
の
農
業
者
だ
け
で
な
く
大

規
模
農
家
で
も
対
応
に
困
っ
て
い
る
農
道

や
用
排
水
路
の
草
刈
に
つ
い
て
、
土
地
改

良
区
と
し
て
何
か
対
策
で
き
な
い
か
、
あ

く
ま
で
構
想
で
す
が
考
え
て
い
ま
す
。
水

田
農
業
は
機
械
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

草
刈
に
は
多
く
の
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

農
作
業
の
工
程
か
ら
草
刈
作
業
を
抜
出
し

分
業
化
す
る
こ
と
で
担
い
手
農
家
の
負
担

を
減
ら
せ
な
い
か
。
そ
の
た
め
の
方
策
と

し
て
、
水
路
監
視
の
臨
時
雇
用
の
方
々
を

通
年
雇
用
し
草
刈
作
業
の
一
部
を
分
担
さ

せ
ら
れ
な
い
か
。
分
担
し
て
正
職
員
化
に

す
れ
ば
若
者
の
雇
用
に
も
つ
な
が
り
、
農

業
集
落
の
定
住
人
口
の
維
持
に
も
役
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
問
題
は
財
源
で
す
。
灌
漑
期
は
と
も
か

く
非
灌
漑
期
を
ど
う
す
る
か
思
案
中
で
す
。

　
左
岸
事
業
が
早
期
に
着
工
さ
れ
、
老
朽

化
し
て
し
ま
っ
た
色
々
な
施
設
の
更
新
が

順
調
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田澤伸一 氏
最上川土地改良区理事長

齋藤　敦 氏
最上川土地改良区理事
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一
二
・
九
㎥/s
か
ら
最
小
の
二
段
割
排
水
機
場
の
二
・
九
㎥/s
ま

で
を
合
計
す
る
と
五
四
・
四
㎥/s
と
巨
大
な
能
力
を
持
つ
ポ

ン
プ
の
配
置
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
稼
動
し
て
い
る
排
水
機
場
は
、
最
も
古
い
昭
和

四
十
五
年
度
に
完
成
し
た
毒
蛇
排
水
機
場
か
ら
最
も
新
し

い
平
成
五
年
度
の
西
野
排
水
機
場
で
、
約
二
五
年
か
ら

四
五
年
の
期
間
が
経
過
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ポ
ン
プ

設
備
で
は
中
間
軸
受
の
油
漏
れ
、
原
動
機
の
油
漏
れ
（
写

真
2
）、
フ
ラ
ッ
プ
弁
の
損
傷
な
ど
が
発
生
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
の
保
守
部
品
に
つ
い
て
は
製
造
が
終
了
し

て
い
る
た
め
、
ポ
ン
プ
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
。
建
屋
や
水
槽
と
い
っ
た
土
木
設
備
に
お
い
て
は
、
ひ

び
割
れ
や
骨
材
の
露
出
が
各
所
に
発
生
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
し
て
、
排
水
機
場
の
改
修
と

新
設
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
単
純
に
更
新
す
る
の
で
は

な
く
、
排
水
能
力
の
増
強
が
図
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、

毒
蛇
排
水
機
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
九
・
三
三
㎥/s
で
あ
っ
た

排
水
能
力
を
一
二
・
九
㎥/s
に
す
る
こ
と
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
全
排
水
量
を
従
前
の
二
八
・
五
九
㎥/s
か
ら
五
四
.
四

㎥/s
と
す
る
計
画
に
な
っ
て
い
る
。 

　

ま
た
、
排
水
路
に
つ
い
て
は
七
路
線
の
改
修
が
計
画
さ

れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
排
水
能
力
の
合
計
は
約
六
一
・
九

㎥/s
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
排
水
路
の
改
修
総
延
長
は

五
・
六
㎞
程
度
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
排
水
ポ
ン
プ

や
排
水
路
の
ゲ
ー
ト
な
ど
の
附
帯
施
設
を
遠
方
か
ら
操

作
・
監
視
す
る
た
め
の
水
管
理
施
設
が
新
設
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
。

　

左
岸
事
業
の
総
事
業
費
は
一
六
一
億
円
（
平
成
二
十
七

年
度
単
価
）
で
あ
り
、
反
当
で
は
約
二
七
万
二
千
円
と
な

る
。
こ
の
う
ち
地
元
負
担
の
対
象
と
な
る
事
業
費
は

一
四
一
億
円
で
あ
り
、
負
担
割
合
は
国
六
六
・
六
六
パ
ー

セ
ン
ト
、
県
二
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
市
と
町
八
パ
ー
セ
ン
ト

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
農
家
負
担
は
二
・
三
四
パ
ー
セ
ン

ト
で
三
億
三
千
万
円
余
、
反
当
で
は
五
千
六
百
円
程
度
に

な
る
。
最
上
川
下
流
左
岸
地
区
国
営
土
地
改
良
事
業
促
進

協
議
会
（
以
下
「
促
進
協
議
会
」
と
い
う
。）
が
作
成
し

た
「
事
業
計
画
の
あ
ら
ま
し
」
に
よ
る
と
、「
農
家
負
担

金
の
償
還
は
、
事
業
完
了
後
一
括
で
償
還
す
る
予
定
」
に

な
っ
て
い
る
。

　

本
事
業
の
予
定
工
期
は
、
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
平
成

三
十
七
年
度
の
九
年
間
と
な
っ
て
い
る
。

3
　
心
強
い
最
上
川
土
地
改
良
区

　

促
進
協
議
会
の
中
核
を
成
し
て
い
る
最
上
川
土
地
改
良

区
は
、
組
合
員
二
、四
〇
〇
名
余
、
農
地
面
積
六
、五
〇
〇

ha
余
を
有
す
る
わ
が
国
有
数
の
大
規
模
な
組
織
で
あ
る
。

最
上
川
土
地
改
良
区
は
、
北
楯
大
堰
土
地
改
良
区
と
吉
田

堰
土
地
改
良
区
が
合
併
し
て
昭
和
三
十
年
に
誕
生
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
三
十
年
代
か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
、
近

傍
の
小
規
模
な
土
地
改
良
区
を
合
併
し
現
在
に
至
っ
て
い

る
。

　

1
で
述
べ
た
県
営
事
業
や
国
営
事
業
な
ど
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
同
土
地
改
良
区
が
国
、
県
、
市
町
村
に
協
力

し
て
事
業
の
推
進
に
貢
献
し
て
き
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

後
の
農
業
水
利
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

る
。　

　

と
こ
ろ
で
、
最
上
川
土
地
改
良
区
を
訪
れ
て
驚
か
さ
れ

る
の
は
、
事
務
所
の
建
物
で
あ
る
。（
写
真
3
）
理
事
長

で
あ
る
田
澤
伸
一
氏
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
こ
の
建
物
は
、

写真2　ポンプ設備の油漏れ 写真1　現況の毒蛇排水機場

将来展望国営事業地区の

同
土
地
改
良
区
が
郡
制
度
時
代
の
飽
海
郡
役
所
（
そ
の
後
、

酒
田
市
役
所
と
な
っ
た
）
の
庁
舎
の
払
い
下
げ
を
受
け
、

こ
れ
を
今
の
場
所
（
庄
内
町
余
目
）
に
移
築
し
た
も
の
だ

そ
う
で
あ
る
。
移
築
は
、
昭
和
四
十
年
で
あ
っ
た
。
地
元

産
の
木
材
を
贅
沢
に
使
用
し
て
お
り
、
戦
前
の
い
わ
ゆ
る

「
役
場
」
の
雰
囲
気
を
今
に
残
す
風
格
を
持
つ
建
築
物
で

あ
る
。

　

歴
史
あ
る
有
力
な
土
地
改
良
区
の
協
力
も
得
て
左
岸
事

業
が
順
調
に
進
捗
し
、「
た
ゆ
ま
な
い
土
地
改
良
」
が
続

い
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
農
業
の
発
展
に
貢
献
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。

早期の改修を待ち望む地元の声

　
管
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
国
営
事
業
や

県
営
事
業
で
用
排
水
改
良
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
左
岸
事
業
は
、
更
な
る
排
水
改
良

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
排
水
対
策
を
講

じ
る
こ
と
で
、
多
様
な
品
種
の
栽
培
が
可

能
と
な
り
、
農
家
の
選
択
肢
が
ふ
え
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
米
と
大
豆
、
米
と
野
菜

と
い
っ
た
複
合
経
営
を
進
め
る
た
め
に
も
、

排
水
対
策
を
行
い
、
水
田
の
汎
用
化
が
で

き
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
管
内
で
も
混
住
化
が
進
ん
で
き

て
い
る
た
め
、
水
田
で
の
排
水
の
制
御
が

容
易
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
集

落
の
排
水
改
良
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
へ
の
浸
水
に
対
す
る
備
え
に
な
る
と

い
う
防
災
機
能
も
持
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
国
営
事
業
で
、
老
朽
化
し

て
し
ま
っ
た
北
楯
頭
首
工
や
吉
田
堰
を
改

修
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
連
な
る

用
水
路
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
水
路
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
結
果
、
関
係
す
る
農
家
に

よ
れ
ば
、
末
端
部
に
位
置
す
る
水
田
ま
で

確
実
に
水
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
土
地
改
良
事
業
に

取
組
む
こ
と
で
、
管
内
の
水
田
の
営
農
条

件
が
向
上
し
て
き
ま
し
た
。

　
山
形
県
の
ブ
ラ
ン
ド
米
で
あ
る「
つ
や

姫
」は
、
市
場
や
消
費
者
の
支
持
を
受
け

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
当
地
、
庄
内

平
野
に
お
い
て
も
盛
ん
に
植
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
で
は
次
の
新
し

い
コ
メ
の
品
種
を
開
発
し
て
い
ま
し
て
、

近
い
う
ち
に
新
し
い
ネ
ー
ミ
ン
グ
を
す
る

予
定
に
な
っ
て
い
ま
す
。
お
い
し
い
コ
メ

を
生
産
す
る
山
形
県
、
庄
内
平
野
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
全
国
か
ら
認
知
さ
れ
る

よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
農
家
の
人
口
は
減
少
し
て
き
て
い
ま
す

が
、
今
後
も
農
業
と
い
う
産
業
を
維
持
し

て
い
く
た
め
に
は
、
用
排
水
改
良
や
ほ
場

整
備
と
い
っ
た
農
業
基
盤
整
備
の
投
資
が

必
要
で
す
。
管
内
で
も
農
家
の
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
か
ら
、
集
落
営
農
や
個
人

の
大
規
模
経
営
が
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

こ
の
点
か
ら
見
て
も
、
効
率
が
よ
い
農
業

基
盤
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
地
域
社
会
が
存
続
し
て
い
く
こ

と
に
目
を
向
け
る
と
、
地
域
の
農
業
が
す

べ
て
大
規
模
経
営
に
な
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
で
は
、
こ
れ
が
成
り
立
た
な
い
と

考
え
ま
す
。
高
齢
者
と
い
っ
て
も
七
〇
歳

を
超
え
て
も
元
気
な
人
が
多
く
な
り
、
こ

の
よ
う
な
人
た
ち
が
生
活
し
生
き
が
い
を

持
っ
て
い
く
た
め
に
、
年
金
に
よ
る
収
入

に
加
え
て
、
小
規
模
で
あ
っ
て
も
コ
メ
や

野
菜
な
ど
を
生
産
し
て
一
定
の
所
得
が
得

ら
れ
る
よ
う
な
農
村
社
会
で
あ
る
こ
と
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。
農
業
政
策
で
あ

れ
社
会
政
策
で
あ
れ
、
国
と
し
て
元
気
な

農
村
集
落
を
未
来
に
手
渡
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
政
策
を
検
討
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
の
農
業
者
だ
け
で
な
く
大

規
模
農
家
で
も
対
応
に
困
っ
て
い
る
農
道

や
用
排
水
路
の
草
刈
に
つ
い
て
、
土
地
改

良
区
と
し
て
何
か
対
策
で
き
な
い
か
、
あ

く
ま
で
構
想
で
す
が
考
え
て
い
ま
す
。
水

田
農
業
は
機
械
化
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、

草
刈
に
は
多
く
の
手
間
が
か
か
り
ま
す
。

農
作
業
の
工
程
か
ら
草
刈
作
業
を
抜
出
し

分
業
化
す
る
こ
と
で
担
い
手
農
家
の
負
担

を
減
ら
せ
な
い
か
。
そ
の
た
め
の
方
策
と

し
て
、
水
路
監
視
の
臨
時
雇
用
の
方
々
を

通
年
雇
用
し
草
刈
作
業
の
一
部
を
分
担
さ

せ
ら
れ
な
い
か
。
分
担
し
て
正
職
員
化
に

す
れ
ば
若
者
の
雇
用
に
も
つ
な
が
り
、
農

業
集
落
の
定
住
人
口
の
維
持
に
も
役
立
つ

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
問
題
は
財
源
で
す
。
灌
漑
期
は
と
も
か

く
非
灌
漑
期
を
ど
う
す
る
か
思
案
中
で
す
。

　
左
岸
事
業
が
早
期
に
着
工
さ
れ
、
老
朽

化
し
て
し
ま
っ
た
色
々
な
施
設
の
更
新
が

順
調
に
な
さ
れ
る
こ
と
を
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

田澤伸一 氏
最上川土地改良区理事長

齋藤　敦 氏
最上川土地改良区理事
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